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	応用
	抗原情報
	背景
	ドメイン:SH2ドメインは、コンセンサス配列Y-[TVI]-X-Lを持つリン酸化ペプチドに優先的に結合し、PDGFRA、PDGFRB、FGRFR1、IL2RB、IL2RG、CD3Z、CRK/CrKIIとの相互作用を媒介します。,機能:活性化受容体を下流のシグナル伝達成分に連結することで、いくつかのシグナル伝達カスケードを制御するアダプタータンパク質。FGFR1、VEGFR2、PDGFRシグナル伝達を制御することで、血管新生に関与している可能性があります。また、塩基性FGFおよびNGF誘導シグナル伝達カスケードを媒介することで、T細胞抗原受容体/TCRシグナル伝達、インターロイキン-2シグナル伝達、アポトーシス、神経細胞分化にも関与している可能性があります。インスリン産生細胞における IRS1 および IRS2 シグナル伝達も制御する可能性があります。,PTM:PDGFRA、PDGFRB、TCR、IL2 受容体、FGRF1 または VEGFR2 の活性化時にリン酸化されます。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,細胞内位置:TCR 刺激時に膜脂質ラフトと関連します。,サブユニット:PTPN11 と相互作用します (類似性による)。リガンド活性化受容体 PDGFRA のリン酸化「Tyr-720」と SH2 ドメインを介して相互作用します。リガンド活性化受容体 PDGFRB、FGFR1、KDR/VEGFR2、IL2RB および IL2RG と相互作用します。EPS8 および V-SRC と相互作用します。GRB2 および GRAP と相互作用します。CD3Z と相互作用します。 ZAP70、LCP2/SLP-76、VAV1、GRAP2と相互作用します。JAK1およびJAK3と相互作用します。PTK2/FAK1と相互作用します。CRK/CrKIIと相互作用します。IRS2と相互作用します。,組織特異性：広く発現しています。,ドメイン：SH2ドメインは、コンセンサス配列Y-[TVI]-X-Lを持つリン酸化ペプチドに優先的に結合し、PDGFRA、PDGFRB、FGRFR1、IL2RB、IL2RG、CD3Z、CRK/CrKIIとの相互作用を媒介します。,機能：活性化受容体を下流のシグナル伝達成分に連結することにより、いくつかのシグナル伝達カスケードを制御するアダプタータンパク質です。FGFR1、VEGFR2、PDGFRシグナル伝達を制御することで、血管新生において役割を果たす可能性があります。また、塩基性 FGF および NGF 誘導性シグナル伝達カスケードを媒介することにより、T 細胞抗原受容体 / TCR シグナル伝達、インターロイキン 2 シグナル伝達、アポトーシス、および神経細胞の分化にも関与している可能性があります。インスリン産生細胞の IRS1 および IRS2 シグナル伝達も制御している可能性があります。,PTM:PDGFRA、PDGFRB、TCR、IL2 受容体、FGRF1、または VEGFR2 の活性化時にリン酸化されます。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,細胞内位置:TCR 刺激時に膜脂質ラフトと関連します。,サブユニット:PTPN11 と相互作用します (類似性による)。リガンド活性化受容体 PDGFRA のリン酸化「Tyr-720」と SH2 ドメインを介して相互作用します。 EPS8およびV-SRCと相互作用する。GRB2およびGRAPと相互作用する。CD3Zと相互作用する。T細胞抗原受容体活性化時にチロシンリン酸化LATと相互作用する。PLCG1と相互作用する。ZAP70、LCP2/SLP-76、VAV1、GRAP2と相互作用する。JAK1およびJAK3と相互作用する。PTK2/FAK1と相互作用する。CRK/CrKIIと相互作用する。IRS2と相互作用する。,組織特異性：広く発現している。,
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	Shb（リン酸化Tyr246）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
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